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あらまし：通知表の所見は，経験があっても現場の教員にとって非常に負担の大きい校務である．そこで

筆者らは教員の通知表所見記述支援を目指して，テキストマイニング手法を用い，所見の特徴単語抽出を

することで分析をしてきた．そこで，所見記述支援システムも開発してきたが，今回，支援する教員が直

接触れるソフトウェアを改良し，より使いやすいものにしたので報告する． 
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1. はじめに 

小学校における通知表の所見記述は校務の中で最

も負担感が高い（1）．そこで，著者らは所見の記述支

援を目指し，テキストマイニング手法を用いて，所

見の特徴単語抽出をすることで，所見の分析を行っ

てきた（2）～（12）．その結果，自分が多用する単語や自

分以外の他の教員が多用する特徴単語をその教員に

提示することで，自分の特徴単語に気づいたり，所

見に使う単語の語彙が広がったりと，所見の記述支

援の可能性が示唆された（7）． 
また，筆者らが平成 27 年度に実施した全国アン

ケート調査（WEB 調査）（10）において，「他の先生が

書いた所見を見る（参考にする）ことができるよう

になっていますか」という問いには，他の教員が記

述した所見を閲覧できるのは約 6 割程度で，その中

でも許可なく自由に閲覧できるのは，全体の約 2 割

以下しかなかった（図 1）． 
 

 
図 1 他の先生の所見を閲覧できるか (n=459) 
 
他の先生の所見が閲覧できなかったり，閲覧でき

ても許可が必要だったりすることもあり，「あなたは，

他の先生が書いた所見の「書き方」を参考にします

か」の問いには約 6 割の教員が他の教員が記述した

所見を参考にしないという結果であった（図 2）．こ

のように，所見は学校内での共有化は進んでおらず，

自分でどのように記述したら良いか悩み，校務の中

で最も負担感が高いと推測される． 

 

 
図 2 他の先生の所見を参考にするか (n=459) 
 
また，「あなたは，自分が書いた所見が他の先生と

比較して，自分の書きぐせ（多用する単語など）を

客観的に指摘してくれたり，自分はあまり使用しな

いが，他の先生が多用する単語を教えてくれたりす

るシステムがあったら，利用したいですか．」には，

半数以上の 56.6%の教員が利用したいと回答した

（図 3）．このことからも，所見記述支援が求められ

ていると考えられる． 
 

 
図 3 システムを利用したいか（n=459） 

 
2. 特徴単語提示画面の改良 

そこで，所見記述支援を目的とした自他の特徴単

語を提示するシステムを開発し発表した（8）．実際に

このシステムを利用して数名の教員に自他に特徴単

語を提示したが，自分の所見における特徴単語より，

他の教員の特徴単語を参考にすることが多く，その

ことで，自分の所見の語彙を増やそうとしているこ

とが分かった．また，開発した提示画面は自分より

他の教員が何回多く使用しているか，その使用例で

は，特徴単語の前後何単語まで表示するか，使用例

の表示数など，教員自ら選択できるように設定した． 
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しかし，このシステムを使用した教員のほとんど

は初期状態の設定のままで，自ら設定条件を変えて

利用することはほとんどなかった． 
そこで，今回，特徴単語表示画面を操作条件の設

定を少なくするなど教員が使いやすい操作画面に修

正した（図 4，5）． 
 

 
図 4 他の先生が多用する特徴単語の提示画面 

 

 

図 5 他の先生が多用する単語使用例の提示画面 
 
3. 今後の課題 
今回，他の教員の記述した所見の特徴単語を中心

に，より分かりやすく改良した．今後はこの提示シ

ステムを実際に教員に提示することで記述支援の効

果を検証したい．特に，新規採用教員は所見を記述

する経験が極めて少ないため，このシステムが有効

であると考えられる． 
今後，道徳も評価が導入されるが，所見での評価

となる．学習面・行動面だけでなく，道徳の評価に

おいてもこのシステムは有効になると予想される． 
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